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“あい”をつないで、
暮らしを支える訪問看護

「訪問看護」とは、
ただ医療を提供する仕事ではないと、
私たちは考えています。

それは、人生や暮らしのそばに寄り添い、
その人の大切にしている想いを受け取り、
次の支援へと“あいをつないでいく”仕事です。

利用者様の想い、ご家族の願い、
そして支援者一人ひとりの専門性。
それらがバラバラではなく、同じ方向を向いたとき、
本当の安心が生まれると信じています。

あい訪問看護ステーションは、
知識・技術・心を磨き続け、
人と人との「あい」を大切にしながら、
これからも地域の暮らしを支え続けていきます。

株 式 会 社 A N I
代表取締役 吉 田  愛 仁

経験と想いをもったスタッフが、
チームであなたとご家族を支えます。

管理者・部長からのメッセージ

あい宗像

吉田 管理者
あい小倉南

貞兼 管理者

あい直方

毛利 管理者
リハビリ統括部長

橋本理学療法士

住み慣れたご自宅で安心して過
ごしていただけるよう、地域の
声や想いに寄り添った訪問看護
を行っています。一人ひとりの暮
らしと気持ちを大切に、スタッフ
一丸となって、あたたかく質の高
いケアを提供します。

地域に寄り添う看護

精神科病棟での経験を活かし、
生きづらさを抱える方が地域
で安心して暮らせるよう支援し
ています。精神科経験のあるス
タッフと連携し、事業所全体で、
その人らしい生活を支えてい
きます。

こころに寄り添う支援

母の影響で訪問看護に触れ、こ
の道を志しました。地元・直方で
育った者として、地域の暮らしに
寄り添い、ご利用者さまやご家
族に「来てくれてよかった」と感
じていただける看護を大切にし
ています。

来てよかったと思える看護

病院・通所・訪問など幅広い現
場での経験を活かし、一人ひと
りの想いや生活背景に寄り添っ
たリハビリを行っています。「で
きる力」を引き出し、生活の質
の向上につながる支援を心が
けています。

『できる』を大切に
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地域で暮らす、すべての人に
乳幼児から高齢者まで、幅広い疾患や状態に

対応できるように、それぞれの分野に強みをもつ

専門スタッフが連携し、一人ひとりの想いに

寄り添った訪問看護を提供しています。

精 神 疾 患
看護師・作業療法士が訪問します
地域でその人らしく生活を続けるための支援
日常生活、服薬、対人関係などの相談
生活リズムの調整、外出支援
不安や悩みへの継続的なサポート

対 象
統合失調症、うつ病、不安障害、アルコール依存症、
発達障害などのある方

神 経 難 病
呼吸・栄養の管理や住環境整備など多方面から支援
「いつまでも、その人らしく」を大切に

リハビリテーション
日常生活支援（入浴・清拭・排泄など）
住環境整備、福祉用具の提案
療養生活の中での楽しみや役割づくりの支援

対 象
ALS、パーキンソン病、脊髄小脳変性症、
筋ジストロフィーなどの方

乳 幼 児 も 対 応
小児対応可能／通園・通学との併用も可能です
「ご家族と笑顔で過ごせる時間」を大切に

医療的ケアの実施や家族への助言
入浴支援（レスパイトケアとしての利用も可）
小児リハビリ（呼吸・発達支援、福祉用具提案）
関係機関との連携・支援体制づくり

対 象
医療的ケア児、重症心身障がい児、ダウン症、
未熟児、小児難病、小児がんなどの方

リハビリテ ー ション
PT・OT・STが在籍しています
「できる」を増やし、生活につなげるリハビリ

身体のリハビリテーション
（ストレッチ・筋力訓練・呼吸リハ・歩行訓練）
生活のリハビリテーション
（トイレ・入浴・掃除・趣味活動・外出等）
ことばのリハビリテーション
（言語訓練・構音訓練・摂食嚥下訓練等）
ご家族への介助方法指導

対 象
脳血管疾患、整形外科疾患、脊髄損傷、フレイル、
その他リハビリが必要な方

終 末 期 看 護
訪問診療医と連携し、24時間365日対応可能
「住み慣れた地域・ご自宅で最期まで過ごしたい」
その想いに寄り添います

医療用麻薬を用いた疼痛コントロール
点滴・輸液管理
日常生活支援（入浴・清拭・排泄など）
リハビリテーション（マッサージ・安楽な動作・外出支援など）
ご家族への精神的サポート（グリーフケア）
本人様の意思を大切にした意思決定支援

対 象
がん末期、その他終末期の方



あい訪問看護ステーションでは、
医療・介護・地域と連携しながら、全てのケアに対応し、

あなたとご家族の安心をサポートいたします。

健康観察

服薬管理

創処置

保険外サービス

入浴介助

尿道カテーテル

食事支援

経管栄養

輸液

家族支援

リハビリ

人工呼吸器

系 列 事 業 所 と の 包 括 的 支 援

訪問看護ステーション悠
飯塚・行橋・福津・田川・小郡

こどもデイサービスYOOU
飯塚・福津・小郡

アトリエ福津
アトリエ福津スタンプ

医療保険の訪問看護をご活用ください

・退院直後又は急性増悪時の特別指示
・下記、別表7に該当する場合
・認知症を除く精神疾患
・他介護保険非該当の場合

訪問看護適用保険フローチャート

はい

はい
はい

はい

はい

はいはい

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

40歳未満 40~64歳 (2号被保険者)

特定疾病

65歳以上

介護認定済

別表7:厚生労働大臣が認める疾病

別表7:厚生労働大臣が定める状態等

特別指示

別表7: 厚生労働大臣が
　　　  認める疾病

特別指示

医療保険

週3回まで利用可能

医療保険

・週4回以上利用可能
・複数回利用もOK
・2か所のST利用可能

介護保険

ケアプランに
基づき提供

別表7
●末期の悪性腫瘍
●多発性硬化症
●重症筋無力症
●スモン
●筋萎縮性側索硬化症
●脊髄小脳変性症
●ハンチントン病

●進行性筋ジストロフィー症
●パーキンソン病関連疾患
●多系統萎縮症
●プリオン病
●亜急性硬化性全脳炎
●ライソゾーム病
●副腎白質ジストロフィー

●脊髄性筋萎縮症
●球脊髄性筋萎縮症
●慢性炎症性脱髄性多発神経炎
●後天性免疫不全症候群
●頸髄損傷
●人工呼吸器を使用している状態


